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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

誕
生
日
が
１
月
１
日
で
あ

る
私
は
、
新
年
を
迎
え
る
と

同
時
に
ま
た
一
つ
年
を
と
り

ま
し
た
。
人
生
百
年
と
も
い

わ
れ
る
中
で
、
還
暦
を
少
々

過
ぎ
た
く
ら
い
で
老
後
と
言

う
に
は
程
遠
く
、
ま
だ
ま
だ

頑
張
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一

方
で
様
々
な

身
体
的
衰
え

を
実
感
し
、

悲
し
い
か
な

い
わ
ゆ
る

「
老
い
」
を

意
識
せ
ざ
る

を
得
な
い
現

実
も
あ
り
、

新
年
を
迎
え

る
度
に
「
老

後
」
と
い
う

も
の
が
よ
り

身
近
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
気
も
し
ま
す
。

さ
て
研
究
に
よ
る
と
、

「
老
後
」
と
い
う
も
の
を
他

動
物
と
比
較
す
る
上
で
単
純

に
生
殖
機
能
が
失
わ
れ
た
以

降
と
定
義
し
た
場
合
、
ほ
と

ん
ど
全
て
の
動
物
は
死
ぬ
ま

で
生
殖
機
能
を
有
し
て
い
る

た
め
、
彼
ら
に
は
そ
も
そ
も

「
老
後
」
と
い
う
も
の
が
な

い
と
の
こ
と
で
す
。
す
な
わ

ち
「
老
後
」
と
い
う
も
の
は
、

人
間
と
極
め
て
僅
か
な
動
物

に
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い

極
め
て
特
異
な
期
間
ら
し
い

の
で
す
。
こ
れ
は
多
く
の
動

物
に
と
っ
て
、
生
存
の
目
的

が
生
殖
す
な
わ
ち
種
の
保
存

に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
人
間
は
生

殖
機
能
を
失
っ
た
後
も
生
き

続
け
、
「
老
後
」
と
い
う
期

間
を
有
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

人
間
は
、
子
を
産
む
こ
と
以

上
に
そ
の
後
の
育
て
る
こ
と

の
困
難
さ
が
極
め
て
大
き
く
、

老
後
世
代
の
い
わ
ゆ
る
ジ
ジ

バ
バ
の
手
助
け
が
必
要
不
可

欠
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
視
点
に
立
つ
と
、

か
つ
て
の
よ
う
に
３
世
代
以

上
が
同
居
し
、
祖
父
母
も
子

育
て
を
支
え
て
い
た
家
族
の

在
り
方
こ
そ
が
、
人
間
の
本

来
あ
る
べ
き
姿
で
あ
り
、
核

家
族
化
が
進
行
し
家
事
や
子

育
て
の
在
り
方
が
大
き
く
変

化
し
た
現
代
社
会
で
は
、

「
老
後
」
が
果
た
す
べ
き
本

来
の
役
割
が
失
わ
れ
て
き
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
「
老
後
」
世
代
が
育

て
る
の
は
子
だ
け
で
は
な
く
、

複
雑
な
人
間
社
会
を
育
て
る

こ
と
も
重
要
な
役
割
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で

求
め
ら
れ
た
の
が
、
「
老
後
」

世
代
の
も
つ
経
験
や
知
識
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
考
え
て
み
ま
す
と
、
い
わ

ゆ
る
「
老
後
」
と
い
う
も
の

の
そ
も
そ
も
の
存
在
意
義
は
、

自
分
の
た
め
以
上
に
、
未
来

を
担
う
子
供
や
若
者
た
ち
を

育
て
る
た
め
に
、
そ
し
て
社

会
を
育
て
る
た
め
に
あ
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
私
に

与
え
ら
れ
る
人
間
と
し
て
の

「
老
後
」
を
ど
う
生
き
る
べ

き
か
、
今
一
度
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（（
常常
務務
執執
行行
役役
西西
成成
人人
））

に
し

な
る
と

「「老老後後」」ににつついいてて

隊
友
会
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
普
段
か
ら
我
々
の
機
関
紙
「隊
友
」を
ご
愛
読
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
当
会
の
活
動
に
ご
参
加
頂
い
て
お
ら
れ
る
皆
様
、
そ
し
て
、
私
ど
も
に
対
し
ま
す
叱
咤
激
励
、
ご
理
解
、
ご

協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
皆
様
に
改
め
ま
し
て
、
感
謝
・御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

激
動
す
る
世
界
情
勢
を
顧
み
ま
す
と
、
ロシ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
終
わ
り
が
見
え
な
い
ま
ま
未
だ
に
継
続
し
て
お
り
、
開
戦
か

ら
２
年
９
か
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ザ
地
区
に
お
い
て
は
、
ハマ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
争
い
が
中
東
地
域
の
不
安
定

化
を
増
加
し
、
米
国
で
は
２
期
目
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
足
し
世
界
情
勢
は
流
動
性
を
増
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
我
が
国
周
辺
で
は
、
中
国
の
海
警
局
所
属
の
船
舶
が
尖
閣
諸
島
周
辺
で
遊
弋
し
、
領
海
侵
犯
を
繰
り
返
し
、
台
湾
周
辺
で
は
、

ゆ
う
よ
く

中
国
海
軍
が
台
湾
周
辺
海
域
で
空
母
を
含
む
大
規
模
な
演
習
を
実
施
し
、
更
に
、
ロシ
ア
海
軍
と
の
連
携
強
化
も
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
北
朝
鮮
は
弾
道
弾
の
発
射
を
度
々
繰
り
返
し
て
お
り
、
最
近
で
は
ロシ
ア
に
武
器
弾
薬
及
び
兵
隊
を
提
供
す
る
な
ど
関
係
を
深
め
、

核
開
発
な
ど
の
リ
ス
ク
が
増
大
し
緊
迫
し
た
状
況
が
我
が
国
周
辺
で
も
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
に
対
応
す
る
た
め
に
、
令
和
４
年
末
に
戦
略
三
文
書
が
纏
め
ら
れ
、
抜
本

的
な
防
衛
力
強
化
に
向
け
て
舵
が
切
ら
れ
、
本
年
３
月
末
に
は
統
合
作
戦
司
令
部
が
新
た
に
編
成
さ
れ
、
宇
宙
・サ
イ
バ
ー
・電
磁
波

な
ど
の
新
領
域
を
含
め
た
統
合
防
衛
力
の
発
揮
と
と
も
に
、
統
合
に
お
け
る
能
力
発
揮
が
よ
り
効
果
的
に
行
い
得
る
体
制
が
着
実
に
整

い
つつあ
り
ま
す
。

我
々
隊
友
会
は
、
昭
和
47
年
（１
９
７
２
年
）以
降
、
毎
年
憲
法
の
改
正
や
防
衛
政
策
、
隊
員
の
処
遇
改
善
等
の
政
策
提
言
を
防
衛

省
や
防
衛
大
臣
等
に
行
って
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
（２
０
１
６
年
）以
降
は
、
偕
行
社
、
水
交
会
、
つば
さ
会
と
と
も
に
４
団
体
合
同

で
作
成
し
た
政
策
提
言
書
を
防
衛
大
臣
や
４
幕
僚
長
を
始
め
と
す
る
防
衛
省
幹
部
、
自
民
党
政
調
会
長
、
自
民
党
国
防
部
会
、
公
明

党
党
首
及
び
同
党
幹
部
に
説
明
致
し
ま
し
た
。
昨
年
の
政
策
提
言
の
主
な
重
点
項
目
は
、
①
国
を
防
衛
す
る
実
力
組
織
と
し
て
自
衛

隊
を
憲
法
に
明
記
、
②
自
衛
隊
の
行
動
等
の
実
効
性
を
高
め
る
法
改
正
等
、
③
防
衛
力
を
戦
略
的
に
活
用
し
う
る
国
全
体
の
体
制
の

確
立
、
④
台
湾
危
機
への
対
応
、
⑤
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
、
⑥
防
衛
生
産
・技
術
基
盤
等
の
強
化
、
⑦
人
的
基
盤
の
強
化
の
７
点
で

す
。
細
部
は
隊
友
会
の
ホ
ー
ム
ペー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

隊
友
会
は
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
「国
民
と
自
衛
隊
と
の
か
け
橋
」を
目
的
に
掲
げ
る
陸
海
空
自
衛
隊
の
最
大
の
退
職
者
団
体
で

す
。
そ
の
歴
史
は
長
く
、
昭
和
28
年
（１
９
５
３
年
）に
松
本
市
に
「保
友
会
」と
し
て
結
成
さ
れ
、
昭
和
34
年
（１
９
５
９
年
）に
全
国

組
織
と
し
て
43
の
退
職
者
団
体
が
「隊
友
会
」を
結
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
「隊
友
会
」に
な
り
65
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、

最
近
で
は
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
随
所
に
経
年
変
化
も
散
見
さ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
会
員
数
の
漸
減
、
地
方
組
織
の
高

齢
化
は
深
刻
な
状
況
に
な
り
つつあ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
す
る
特
効
薬
は
未
だ
見
い
だ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

早
急
な
対
策
が
必
要
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
是
非
皆
様
方
の
私
ど
も
に
対
し
ま
す
暖
か
い
ア
ド
バイ
ス
と
更
な
る
ご
支
援
・ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新新
年年
のの
ごご
挨挨
拶拶

公公益益社社団団法法人人 隊隊友友会会令
和
６
年
12
月
13
日
、

海
上
自
衛
隊
第
５
航
空
群

を
基
幹
と
す
る
第
56
次
派
遣

海
賊
対
処
行
動
航
空
隊
（
隊

司
令
・
長
陽
介
２
海
佐
）
要

員
が
那
覇
空
港
か
ら
チ
ャ
ー

タ
ー
機
で
出
発
し
た
。

同
日
実
施
さ
れ
た
那
覇
航

空
基
地
で
の
出
国
行
事
で
は
、

第
５
航
空
群
の
隊
員
や
派
遣

隊
員
の
ご
家
族
・
協
力
団
体

約
70
名
（
う
ち
沖
縄
県
隊

友
会
５
名
）
が
、
任
務
遂
行

と
無
事
の
帰
還
を
祈
念
し
て

盛
大
に
見
送
っ
た
。

先
立
つ
12
月
11
日
、
平

田
喜
彦
沖
縄
県
隊
友
会
長

は
、
第
５
航
空
群
を
訪
問
・

激
励
し
、
長
派
遣
海
賊
対
処

行
動
航
空
隊
司
令
へ
の
激
励

品
贈
呈
を
行
っ
た
。

（（
事事
務務
局局
長長
・・
清清
敏敏
洋洋
））

◇
統
幕
公
表
に
よ
れ
ば
、
12

月
13
日
現
在
、
１
９
９
１
年

の
海
賊
対
処
法
に
よ
る
護
衛

活
動
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
累

計
で
、
飛
行
回
数
は
約
３

千
３
百
60
回
、
確
認
し
た

商
船
数
は
約
28
万
７
千
隻
、

情
報
提
供
は
約
１
万
６
千
４

百
回
に
及
ぶ
。

航空隊司令に激励品を手交する会長

第第
5566
次次
派派
遣遣
海海
賊賊
対対
処処
行行
動動

航航
空空
隊隊
要要
員員
がが
出出
発発

ーー
沖沖
縄縄
県県
隊隊
友友
会会
がが
激激
励励
ーー

航航
空空
自自
衛衛
隊隊

秋
本

康
雄

様

１
万
円

大大
阪阪
府府
隊隊
友友
会会
員員

渡
邊
曻
税
理
士
事
務
所

様１
万
円

（
順
不
同
、
十
二
月
十
八
日
現
在
）

第
49
回
全
自
衛
隊
弓
道
大
会

主
催＝

全
自
衛
隊
弓
道
連
合
会

大
会
は
、
12
月
10
日
、
全

日
本
弓
道
連
盟
中
央
道
場
で

あ
る
明
治
神
宮
至
誠
館
第
二

弓
道
場
で
実
施
さ
れ
た
。
参

加
者
に
は
１
級
以
上
の
資
格

を
有
す
る
自
衛
隊
員
の
ほ
か

に
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
及
び
隊
員
家

族
（
個
人
戦
の
み
）
も
含
ま

れ
、
駐
屯
地
・
基
地
等
か
ら

選
抜
さ
れ
た
３
名
の
チ
ー
ム

に
よ
る
団
体
戦
と
個
人
戦
が

行
わ
れ
た
。

団
体
戦
は
一
人
８
射
（
チ
ー

ム
で
24
射
）
の
的
中
を
競

う
団
体
戦
Ａ
と
射
道
（
射
の

美
し
さ
や
、
入
退
場
の
姿
勢

を
評
価
）
を
評
価
す
る
団
体

戦
Ｂ
が
あ
り
、
団
体
戦
Ａ
は

那
覇
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
、
団

体
戦
Ｂ
は
入
間
Ａ
、
千
歳
チ
ー

ム
が
最
優
秀
と
な
っ
た
。

個
人
戦
は
、
団
体
戦
で
の

成
績
を
も
と
に
、
五
段
以
上

の
部
、
参
・
四
段
の
部
、
弐

段
以
下
の
部
及
び
女
子
の
部

に
別
れ
、
五
段
以
上
の
部
で

は
加
藤
則
康
選
手
（
入
間
）

が
、
参
・
四
段
の
部
で
は
田

平
幸
多
選
手
（
富
士
）
が
、

弐
段
以
下
の
部
で
は
ラ
イ
ス

朝
咲
選
手
（
防
大
）
が
、
女

子
の
部
で
は
市
川
和
花
奈
選

手
（
防
大
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
た
。

ま
た
、
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
は
、

隊
友
（
称
号
）
の
部
で
は
高

橋
功
選
手
（
徳
島
）
が
、
隊

友
（
有
段
）
の
部
で
は
石
橋

誠
一
選
手
（
埼
玉
）
が
、
家

族
の
部
で
は
野
村
桃
子
選
手

（
宮
崎
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
た
。

全全
自自
弓弓
道道
大大
会会
がが
開開
催催

航空隊要員を見送る隊員ら

隊友（称号）の部で優勝した高橋功選手

大会全景

隊友（有段）の部で優勝した石橋誠一選手

家族の部で優勝した野村桃子選手

隊隊友友会会
後後 援援

隊
友
会
が
後
援
す
る
全
自
衛
隊
大
会
の
う
ち
、
弓
道
、
ラ
グ
ビ
ー
及
び
テ
ニ
ス
が
令
和
６
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

開
催
さ
れ
、
弓
道
大
会
で
は
、
自
衛
隊
員
の
ほ
か
、
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
（
隊
友
の
部
）
及
び
今
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
隊
員
家

族
も
出
場
し
、
隊
友
の
部
優
勝
者
（
称
号
の
部
、
有
段
の
部
）
に
は
隊
友
会
理
事
長
賞
が
贈
ら
れ
た
。

な
お
、
ラ
グ
ビ
ー
及
び
テ
ニ
ス
の
結
果
等
は
２
月
号
に
掲
載
す
る
。

公公
益益
社社
団団
法法
人人
隊隊
友友
会会
理理
事事
長長
岩岩
﨑﨑
茂茂

（
公
財
）
穴
見
保
雄
財
団

第
１
回
助
成
金
授
与
式

（
12
月
11
日
）
に
理
事
長

が
参
加

平和を、仕事にする。
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